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I P-15 鳥の種類による卵の大きさと卵黄球の大きさの関連

　　　　　　　○峯木真知子＊　井戸明美＊　鈴木惇＊^

　　　　　　　　（＊青葉学園短大、＊2東北大学農学部）

　［目的］鶏卵では、卵黄球の大きさと卵の大きさは比例している1）。鳥の種類の違いによ

る卵でも卵の大きさと卵黄球の大きさには相関がありうると考えた。鳥の種類の違いに
よる卵を用いて、卵黄球の大きさを調べた。

　［方法］供試卵は、ダチョウ、アヒル、名古屋コーチン種鶏､白色レグホン種鶏、ホロホ

ロチョウ、ウズラの６種を用いた。いずれも産卵２日以内の卵を各10～15個ずつ（ダチ

ョウのみ一個）用いて加熱し、全熟卵とした。卵重および卵黄重を測定した。供試卵の卵

黄の中層部を試料とし、光学顕微鏡および走査型電子顕微鏡により卵黄球の観察を行なっ

た。卵黄球の大きさは画像計測で測定した。エクセルイメージプロセッサー（㈱日本アビ

オニクス）に画像を入力し、各卵l個あたり150個以上の卵黄球について横断面積、長短

軸比、最大長を計測した。

　　［結果］鳥の種類の違う卵の卵黄球はいずれも多面形であった。卵の大きさと卵黄重は

比例した。卵黄重は、ダチョウの卵が一番重＜、アヒル＞白色レグホン種鶏＞名古屋コー

チン種鶏＞ホロホロチョウ＞ウズラの卵の順であった。卵黄球の大きさは白色レグホン種

鶏の卵が一番大き＜、ダチョウ＞アヒル＞名古屋コーチン種鶏≧ウズラ＞ホロホロチョ

ウの卵の順に小さかった。これらの卵の大きさと卵黄球の大きさに相関はなかった。

　1)峯木と小林（2000）鶏卵の卵黄球の形状と数の解析、日本調理科学会32巻、４号

I P-16　　胚芽精米の購入時期による炊飯香気と糊化度の変動

　　　　　○田原モド子，足立恭子

　　　　　（平安女学院短大）

　目的　胚芽精米の有効利用のためには，米収穫後に起こる品質変化，即ち購入時期によ

る変化を把握することが大切である。今回は，胚芽精米の食味に少なからず影響を及ぼす

と思われる炊飯香気および糊化度について，購入時期による変動の有無を知る目的で実験

を行った。

　方法　平成10年産100%の原料米（岡山アケポノ）を用いた筒精直後の胚芽精米を，

平成10 年11月，平成11年3 月。6月, 9月に購入し，試料とした。密閉容器で炊飯

後ヘッドスペースガスを採取し，ガスクロマトグラフィーを実施することにより炊飯香気

の比較を行った。また. 3らし直後の米飯を水と共にホモゲナイズし，エタノール・アセ

トン処理にて脱水粉末試料を調製し，これを用いてβ－アミラーゼ・プルラナ-ゼ法にて

糊化度を測定して購入時期による変化を調べた。

　結果　新米時期の11月購入米の炊飯香気と比較すると. 3月では炊飯香気パターンの

変化は少なく，アセトアルデヒド. n-バレルアルデヒドがやや上昇したのみであった。し

かし, 6月購入米ではペンタンも上昇し，前2者の香気成分の増加も著しく，ヘキサナー

ルの上昇も認められた。９月には，ヘキサナール. n-バレルアルデヒドは共に2.6倍まで

上昇した。糊化度については■ 11月93.9％. 9月95.8％で大差はなかった。
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